
あとが き

本書「多摩田園都市 開発35年の記録」の編纂が決まったのは昭

和57年6 月であった。 区画整理事業が終盤を迎えており、開発30 周年

を目前にしたこの時期を除いては、多摩田園都市の開発の記録をまと

める好機はない、との判断によるものであった。

直ちに開発事業本部管理部内に専任スタッフ2 名による編纂チーム

が発足し、その業務が始まった。編纂チームの主な役割は社内外の資

料収集で、執筆そのものは外部に委嘱することとされた。資料の収集

と執筆期間を勘案し 、59年3 月の発刊を予定した。

編纂方針は、①多摩田園都市の開発経緯を正確に記述する、②開発

は関係行政庁の指導のもと地元と当社が一体となって行ったものであ

り、関係者の努力と苫心の跡を明らかにする。つまり、「正史」として

関係資料の体系的な整理を行い、併せて数々のエピソードも折り込む

ことにした。

資料の収集は、土地区画整理関係を中心に土地買収、鉄道およびビ

ル建設等の資料を関係部 署から提出してもらい、特に膨大な量にのぼ

った区画整理組合関係の書類は用地課市ヶ尾分室の一室に収容した。

集めた資料は、行政関係資料、各種会議の議案書・稟議書、社内報等

であり、さらに社外資料としては、開発関連図書および新聞等が主な

ものであった。

また、これらの資料収集と並行して地元区画整理関係者、開発にた

ずさわった上司、諸先輩・OB からの取材を進め、その内容を補助資

料として取りまとめた。取材によって、これらの方々の苦労を肌で感

じるとともに、本書編纂の責任の重大さを痛感した。

執筆に先立つ構成案の作成では執筆者とのたび重なる協議の末、会

社の沿革、多摩田園都市の開発過程、明日の 多摩田園都市を考える、

の三つを主題として本文は序章プラ ス8 章で構成し、全体の頁数を400

頁前後に収めることにした。

執筆は、 各章別に資料の整理を終えた58年3 月、ライター2 名によ

って始まり、同年秋第1 稿が脱稿した。しかしこのあと2 回にわたっ

て改稿したが、なおも大幅な修正・加筆を必要とした。

このため専任スタッフの手で粗原稿を執筆し、これを社外の執筆者



がリライトすることにより、不足資料の収集と2 回目の執筆が行われ

た。

ところが、こうしてできあがった原稿も、資料の多寡に左右されて、

記述に粗密がありすぎ文章構成上の流れにも難があった。さらに、2000

枚（400字詰原稿用紙）を超える分量も問題となり専任スタッフの手に

より大幅な再度の調整が行われた。

本文は以上のような紆余曲折を経ながら、結局とりまとめに6 年の

歳月がかかった。社史づくりがいかに難しいかを実感した次第である。

口絵はダイヤモンド社の協力を得て作成した。とりわけデザイナー

の村田一男氏に熱心に取り組んでいただいたことを感謝する。撮影は

本文の執筆に入った58年4 月に開始し約9 か月にわたってこれを行っ

たが、本文のとりまとめが遅れたため、一部再撮影を行い、特に空撮

については最新のものを使用した。

資料編は早くから手がけてきたが、本文その他の関係から数度にわ

たる再構成を行った。

年表は本文記述以外の関連事項をもできるだけ記載し、資料として

も充分役立つよう心がけたつもりである。

なお、本文中の図画は、㈱地計社の協力を得て作成し、竣工した区

画整理地区の平面図は全地区掲載した。

本書の編纂を終えるに当たって、発刊が遅れたことをお詫びすると

ともに、資料の収集にご協力頂いた社内外の多くのみなさま、取材に

心よく応じてくださった地元の方々やOB のみなさま、ならびに制作

にあたったダイヤモンド社のスタッフに心から感謝を申し上げます。

特に社内執筆中、社史コンサルタント本多清氏より、終始励ましと貴

重なアドバイスをいただいたごとを付記しておきたい。

（加藤英雄記）

昭和63年10月15日

編纂チーム

加 藤 英 雄

遠 藤 秀 夫

山 口 哲 生

（59年4月～60年6月）
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